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要約
ここに重ねて文字を入力していけば，自動的に論文の刷り上りに近い状態の原稿を作成することができる。ただし，別のファイルに作成した文章をコピー・ペーストによってここへ入力しようとするときには，貼り付けの形式として「テキスト形式」を選択しなければならない。このファイルの形式が消えてしまうからである。要約はワンパラグラフで書くのが基本形である。また，和文の要約が英文abstractと対になっていなければならない。英文添削などによってabstractを修正したときには，和文の要約も同時に修正することが望まれる。
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はじめに
　事例論文の場合には「はじめに」で始まる論文が多いが，自然科学系の研究であれば，「問題」「目的」といった項立てが自然であろう。
1 中見出し

1. 小見出し

2 投稿の際の注意文の書き方
投稿に際しては，投稿規定を熟読の上投稿されたい。投稿規定は，日本コラージュ療法学会ホームページおよび『コラージュ療法学研究』の末尾に記載されている。またホームページにも掲載されている。最新の情報はホームページまたは学会誌最新巻を参照すること。

　以下の点が見落とされがちであるので，ここに記載する。

· “研究論文”は，心理臨床学に関する学術論文（事例研究を含む）を示し，本文，図，表，引用文献，英文アブストラクト，キーワードなどを含めて刷り上り12ページ（19,200字）を限度とする。“資料”は，事例・調査・実験・理論等に関するリポートを示し，本文，図，表，引用文献，英文アブストラクト，キーワードなどを含めて，刷り上り6ページ（9600字）を限度とする。

· 投稿書類：投稿原稿（正）とは別に，そのコピーを2部（副）,計3部と，次の項に規定するフェイスシートを学会事務局に提出すること。コピーにおいては，氏名，所属,謝辞などを削除する。郵送の場合は必ず簡易書留によること。

· フェイスシート：投稿の種目，表題，氏名，所属，連絡先をＡ４用紙に記載し，かつ表題，氏名，および所属には英文を添えて，本文に添付すること。連絡先については，住所，電話番号，Fax番号，e-mailを記す。連名の場合は，その論文に関して責任をもって応答できる者の連絡先を記す。

· 論文執筆の手引書として，日本心理学会発行の「執筆・投稿の手引き」，日本心理臨床学会発行の「心理臨床学研究　論文執筆ガイド」を推奨する。図表の換算，引用文献表示などの詳細な表記及び倫理的配慮について，参照されたい。
3 事例の概要

本事例は、＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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表の記載について
表1　タイトル

	

	

	


表はここにデータを挿入できればするが，困難な場合は，表を挿入する事を示すだけでよい。その場合は，空白行などで表が入る部分を確保する。別紙に表をプリントアウトし，またエクセルデータなども別途添える。分析結果などの表は，読める大きさで掲載するためには紙幅を要するので，大きめにスペースを確保すること。
4 図の記載について
図（写真）は，データを挿入せずに，必要なだけ空間をあけて図の位置を示すだけにとどめる。別紙に明瞭な図（写真）を大きめにプリントし，また写真のデジタルデータも別ファイルで提出する。

なお，カラー写真による図が複数ある場合は，原則的に最小限のページにまとめて掲載される。この場合，図の位置は編集委員会によって調整される。事例経過後半か考察の前などに掲載する場合が多い。希望がある場合には，まとめて掲載する箇所を何らかの形で示すこと。

　本文においてコラージュ作品は「作品１，作品２,・・・」や「コラージュ１」「コラージュ２」などのように表記し，Colなどのように省略しない。Cl（クライエント）やCo（カウンセラー）など類似のアルファベットとの混同を避けるためである。
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図1　風景構成法

図２　コラージュ１　「タイトル」
左上にひまわりの花、その右横に花を覗き込むように女の子の顔。中央下方は公園、右下隅に夫婦らしき男女の後姿。
写真枚数は原則として10枚を超えることはできない。提出写真は，鮮明な画質のものとする。各写真は図として扱い，文中と対応した通し番号を明記すること。写真には通し番号のほかに，タイトルおよび70字程度の説明をつけられる。切り抜きの内容や位置がわかるような記述が望ましい。
　なお，１ページに掲載可能な写真は横置き６枚以下である。10枚で縦置きを含む場合には２ページを作品掲載に必要とする。
5 考察
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おわりに
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注

１） 注は論文の最後にまとめて記載する。
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調整行１：最終調整過程に必要な行であるため削除しないこと

調整行２：最終調整過程に必要な行であるため削除しないこと

調整行３：最終調整過程に必要な行であるため削除しないこと

調整行４：最終調整過程に必要な行であるため削除しないこと

ここまでで、すべての文章・図・表および調整行を含み，研究論文は刷り上がり12ページ(19200字)，資料は6ページ（9600字）とする。
研究論文
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